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   目的に応じて，雑誌の記事を効果的に読む。

■平成24年度Ｂ 3
■各教科等の学習に関連する雑誌記事

教材

〔指導上の留意点〕＜主な学習活動＞

                     小学校学習指導要領解説国語編では，「Ｃ　読むこと」の「イ　効果的な読み方に関する指導事項」において，
様々なメディアとして新聞や雑誌を取り上げている。これらを効果的に読むには，比べ読み，速読，摘読，多読などの中か
ら，目的に応じた読み方を選択し，活用することが重要である。なお，「Ｂ　書くこと」の言語活動例の〔第5学年及び第6学
年〕において，「イ　自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり編集したりするこ
と。」を設定している。このことを踏まえ，新聞や雑誌の特徴を活用しながら，目的や意図に応じて，読み手を意識した編集
を工夫するような学習活動を展開できるようにする。

〔全5時間　対象：第5学年以上〕

   Ｂ 3 では，複数の記事を結び付けたり，編集
者の意図を推論したりしながら，自分の考えを
まとめることにつまずいているようですね。

 マラソンの距離やその由来
について，友達に説明する
ための発表原稿を，100字
以内で書いてみましょう。
（Ｂ 3 三を活用）    「マラソンの距離やその由来」を説

明するためには，42.195㎞のことを
中心に書くことが大切だから，ハーフ
マラソンのことは省いてもいいね。

  「由来」を辞書で調べたら，「ことのおこり」とあっ
た。記事には，「このことがもとになり」とあるから，
「このこと」が示す部分を取り上げればいいね。
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■   雑誌の刊行時期や頻度，目次などを基にし，そ
　の特徴を捉えるようにする。
                                    …＜関連：設問一＞
■   第三次で取り上げる記事（各教科等の学習に
   関連する雑誌記事）を選んでおくようにする。

       内容や編集の仕方について批判的に読み，
    自分の考えをもつ。

第
一
次

第
二
次

第
三
次

＜学習指導要領の言語活動例との関連＞

〔第5学年及び第6学年〕Ｃ 読むこと
 　 イ  目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。
     ウ   目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，
       自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
〔第3学年及び第4学年〕Ｂ 書くこと
     ウ  書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。

〔第5学年及び第6学年〕Ｃ 読むこと
     イ   自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。
     ウ  編集の仕方や記事の書き方に注意して新聞を読むこと。

ステップ1

情報を取り出し，関係付けるためには…

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ2

ステップ１

ステップ2

ステップ3ステップ3

【第二次（2/5）の授業の様子】 目的に応じて，必要となる情報を取り出したり，複数の記事を
                                             関係付けたりしながら，互いの考えを発表し合う。

【第二次（3/5）の授業の様子】 雑誌の編集者の目的や意図，工夫について，互いの考えを
　　　　　　　　　　　　　　 発表し合う。

　目的に応じて，必要とな
る雑誌記事を取り出す。

　特集の全体を概観し，編集者がどのような
目的や意図で記事にしたのかを推論する。

　それぞれの記事を詳しく読むとともに，
編集の工夫について話し合う。

　編集の目的や意図，工夫について，互いの
考えを発表し合う。

　取り出した複数の情報を
比較し，分析，統合する。

　与えられた条件（字数な
ど）に合わせて，情報を操
作し，加工する。

①「何㎞（キロメートル）走るの？」

このことがもとになり

マラソンの距離は，42.195㎞。

   古代ギリシャが，「マラトンの戦い」で勝ったとき，
その知らせをアテネまでの約40㎞を走って伝えた。

②「■豆知識コーナー  マラソンのはじまり」

要点

要点

『マラソンの距離は，42.195㎞です。
この距離は，～に由来しています。』の形
にまとめ直せば，発表原稿ができるね。

   マラソンのきょりは，42.195㎞です。このきょりは，古
代ギリシャが，「マラトンの戦い」で勝ったとき，その知らせ
をアテネまで伝えたきょり，約40㎞に由来しています。

発表原稿（83字）

▲ 取り出した複数の情報を比較
　 し，分析，統合している様子

　＜各回の主な内容＞を
見ると，第１回では世界
のトップランナー，第2回
では市民ランナーを取り
上げている。そして，第3
回では，読者に対して長
い距離を走ることをすす
めている。このように，
特集の全体の内容を示す
ことで，編集者は，読者
に続けて読んでもらおう
としている。

　特集の第１回の最初のページ
では，マラソンの距離やその由
来について説明しており，読者
にマラソンに関する知識を与え
ている。「トップランナーの走る
スピードは…」では，世界記録は
100mを何秒で走っているかを
示すことによって，マラソンの
ことをよく知らない読者でも，
その速さを想像できるようにし
ている。

　オリンピックとの関連か
ら，特集でマラソンについ
て取り上げることを簡潔に
示している。

次の時間（4/5）は，下の順番で批判的な読み方に挑戦してみよう！

ステップ1

ステップ2

ステップ3

　編集者のものの見方や考え方が表れているところに,ライン
マーカーを引く。

　ラインマーカーを引いた中で，編集者のものの見方や考え方
について共感できるところを発表し合う。

　ラインマーカーを引いた中で，編集者のものの見方や考え方
について疑問に思ったところを発表し合う。
※再度事実を確認し，分かりにくいことや書かれていないこと
　を指摘できるようにする。

　ステップ１～3を踏まえ，自分が編集者だったら，どのよう
な記事を，どのように編集するかなどについても発表し合う。

　特集の全体の内
容を示し，読者に
続けて読んでもら
おうとしている。

■   Ｂ 3の調査問題を活用し，雑誌には下記のＡ，
   Ｂ，Ｃなどの様々な読み方があることを理解でき
   るようにする。

    によって，二つの記事の
内容を結び付けて示そうとし
ている。

�������� 出題の趣旨を踏まえ単元化して指導する例

　雑誌の特徴（設問一）や読書経
験，効果的な読み方について話し
合った上で，学習課題「目的に応じ
て，雑誌の読み方を工夫しよう」を
設定し，学習計画を立てる。

  目的に応じて，必要となる情報を取り出した
り，複数の記事を関係付けたりしながら，自分
の考えをもつ。 　 …＜関連：設問三・四＞
・ 自分の課題を解決するという目的や，相手に
   分かりやすく伝えるという目的のいずれをも
   重視し，情報を的確に捉える。

   編集者の目的や意図，工夫について，自分
の考えをもつ。            …＜関連：設問二＞
・「読者に興味をもって読んでほしい」，「読
  者に続けて読んでほしい」，「読者に分かり
  やすく伝えたい」といった編集者の目的や意
   図，工夫を捉える。

■  Ａ，Ｂ，Ｃの全ての観点に触れることができ
   るようにする。これらの観点を日常の読書活動
   においても活用することを促す。

   Ｂ 3 （設問二）を基にし，雑誌の編集
者の目的や意図，工夫について，互いの
考えを発表し合う。（参照：右ページ）

  Ｂ    を基にし，雑誌の内容や編集
の仕方について批判的に読み，互い
の考えを発表し合う。

   各自が収集した雑誌記事を基にし，
第二次のそれぞれの読み方を活用しな
がら，自分の考えをまとめ，交流する。

   Ｂ 3 （設問三・四）を基にし，目的
に応じて，必要となる情報を取り出し
たり，複数の記事を関係付けたりしな
がら，互いの考えを発表し合う。
【設問三を用いる場合】
　マラソンの距離やその由来について，
友達に説明するための発表原稿を，
100字以内で書く。（参照：右ページ）
【設問四を用いる場合】
   日本の女子選手の世界的な活躍につ
いて，「マラソンの世界記録上位5人」
と「日本人選手の記録」の二つの記事
を用いて，100字以内で書く。

  第１回オリンピックで，マラトンと
アテネの間で競走が行われた。

・編集者のものの見方や考え方について，共感 
   したり，疑問に思ったりしたところを明確に  
   する。
・自分が編集者だったら，どのような記事をど   
   のように編集するかを考える。

���

 イ 正答率：４５.３％
     正答率：５１.２％
     正答率：５８.０％
   
     正答率：３８.１％

Ｂ３　一　雑誌や記事の特徴の説明として適切なものを選択したり，取り出して書いたりする。
        二　編集者の意図を説明したものとして適切なものを選択する。
　　　三　目的に応じ，複数の記事を結び付けながら読もうとするとき，該当する記事の見出
　        しとして適切なものを選択する。
         四　二つの記事に書かれている内容を結び付けながら読み，理由となる事実を基にして
         自分の考えを記述する。

�����

１時間

   マラソンの距離については，
「何㎞（キロメートル）走るの？」に
書いてあるね。

   マラソンの由来については，「　 豆知識
コーナー　マラソンのはじまり」に書い
てあるね。　 がヒントだね。

教師

１時間

3時間
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   Ｂ 3 では，複数の記事を結び付けたり，編集
者の意図を推論したりしながら，自分の考えを
まとめることにつまずいているようですね。

 マラソンの距離やその由来
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明するためには，42.195㎞のことを
中心に書くことが大切だから，ハーフ
マラソンのことは省いてもいいね。
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   マラソンのきょりは，42.195㎞です。このきょりは，古
代ギリシャが，「マラトンの戦い」で勝ったとき，その知らせ
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▲ 取り出した複数の情報を比較
　 し，分析，統合している様子

　＜各回の主な内容＞を
見ると，第１回では世界
のトップランナー，第2回
では市民ランナーを取り
上げている。そして，第3
回では，読者に対して長
い距離を走ることをすす
めている。このように，
特集の全体の内容を示す
ことで，編集者は，読者
に続けて読んでもらおう
としている。

　特集の第１回の最初のページ
では，マラソンの距離やその由
来について説明しており，読者
にマラソンに関する知識を与え
ている。「トップランナーの走る
スピードは…」では，世界記録は
100mを何秒で走っているかを
示すことによって，マラソンの
ことをよく知らない読者でも，
その速さを想像できるようにし
ている。

　オリンピックとの関連か
ら，特集でマラソンについ
て取り上げることを簡潔に
示している。

次の時間（4/5）は，下の順番で批判的な読み方に挑戦してみよう！

ステップ1

ステップ2

ステップ3

　編集者のものの見方や考え方が表れているところに,ライン
マーカーを引く。

　ラインマーカーを引いた中で，編集者のものの見方や考え方
について共感できるところを発表し合う。

　ラインマーカーを引いた中で，編集者のものの見方や考え方
について疑問に思ったところを発表し合う。
※再度事実を確認し，分かりにくいことや書かれていないこと
　を指摘できるようにする。

　ステップ１～3を踏まえ，自分が編集者だったら，どのよう
な記事を，どのように編集するかなどについても発表し合う。

　特集の全体の内
容を示し，読者に
続けて読んでもら
おうとしている。

■   Ｂ 3の調査問題を活用し，雑誌には下記のＡ，
   Ｂ，Ｃなどの様々な読み方があることを理解でき
   るようにする。

    によって，二つの記事の
内容を結び付けて示そうとし
ている。

�������� 出題の趣旨を踏まえ単元化して指導する例

　雑誌の特徴（設問一）や読書経
験，効果的な読み方について話し
合った上で，学習課題「目的に応じ
て，雑誌の読み方を工夫しよう」を
設定し，学習計画を立てる。

  目的に応じて，必要となる情報を取り出した
り，複数の記事を関係付けたりしながら，自分
の考えをもつ。 　 …＜関連：設問三・四＞
・ 自分の課題を解決するという目的や，相手に
   分かりやすく伝えるという目的のいずれをも
   重視し，情報を的確に捉える。

   編集者の目的や意図，工夫について，自分
の考えをもつ。            …＜関連：設問二＞
・「読者に興味をもって読んでほしい」，「読
  者に続けて読んでほしい」，「読者に分かり
  やすく伝えたい」といった編集者の目的や意
   図，工夫を捉える。

■  Ａ，Ｂ，Ｃの全ての観点に触れることができ
   るようにする。これらの観点を日常の読書活動
   においても活用することを促す。

   Ｂ 3 （設問二）を基にし，雑誌の編集
者の目的や意図，工夫について，互いの
考えを発表し合う。（参照：右ページ）

  Ｂ    を基にし，雑誌の内容や編集
の仕方について批判的に読み，互い
の考えを発表し合う。

   各自が収集した雑誌記事を基にし，
第二次のそれぞれの読み方を活用しな
がら，自分の考えをまとめ，交流する。

   Ｂ 3 （設問三・四）を基にし，目的
に応じて，必要となる情報を取り出し
たり，複数の記事を関係付けたりしな
がら，互いの考えを発表し合う。
【設問三を用いる場合】
　マラソンの距離やその由来について，
友達に説明するための発表原稿を，
100字以内で書く。（参照：右ページ）
【設問四を用いる場合】
   日本の女子選手の世界的な活躍につ
いて，「マラソンの世界記録上位5人」
と「日本人選手の記録」の二つの記事
を用いて，100字以内で書く。

  第１回オリンピックで，マラトンと
アテネの間で競走が行われた。

・編集者のものの見方や考え方について，共感 
   したり，疑問に思ったりしたところを明確に  
   する。
・自分が編集者だったら，どのような記事をど   
   のように編集するかを考える。
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 イ 正答率：４５.３％
     正答率：５１.２％
     正答率：５８.０％
   
     正答率：３８.１％

Ｂ３　一　雑誌や記事の特徴の説明として適切なものを選択したり，取り出して書いたりする。
        二　編集者の意図を説明したものとして適切なものを選択する。
　　　三　目的に応じ，複数の記事を結び付けながら読もうとするとき，該当する記事の見出
　        しとして適切なものを選択する。
         四　二つの記事に書かれている内容を結び付けながら読み，理由となる事実を基にして
         自分の考えを記述する。
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１時間

   マラソンの距離については，
「何㎞（キロメートル）走るの？」に
書いてあるね。

   マラソンの由来については，「　 豆知識
コーナー　マラソンのはじまり」に書い
てあるね。　 がヒントだね。

教師

１時間

3時間


